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編集後記編集後記
　2022年度、週3回、対面でのチャペルアワーを再開し、多くの参加
者が与えられました。自由に礼拝の場に共に集い、賛美し、祈ること
は、豊かな恵みでした。「二人または三人がその名によって集まると
ころには、私もその中にいる。」という聖書の言葉があります（マタイ
による福音書18章20節）。イエスが共にいて私たちの痛みも悲しみ
も喜びも分かち合ってくださるということですが、まさにそのことを
実感する慰めのときにもなりました。チャペルアワーの後、ボラン
ティアサークルThe Peace Fellowsの学生たちは出席者が着席し
た場所を丁寧に消毒し、整えてくれました。その姿は、学生や教職員

の心身の健やかさを保とうとする「祈り」のように感じられ、感謝
の思いが溢れました。COVID-19によって叶えられなかったことも
あったかもしれません。しかし、何か良い業を始めるのに遅すぎる
ということはありませんし、そこにはイエスが喜びをもって同伴し
てくださるのではないでしょうか。2022年度の年間聖句である詩
編37編23節「主は人の一歩一歩を定め、御旨にかなう道を備えて
くださる。」に示されているように、山梨英和に連なる皆さん一人一
人の道が、これからの歩みの一歩一歩が、主によって祝福され、豊
かなものとなるよう祈っています。（K.O.）

チャペルセンター
2022年度のあゆみ
チャペルセンター
2022年度のあゆみ

2022年
◆4月13日（水）
　　始業礼拝　学長　朴憲郁
◆5月23日（月）～26日（木）
　　キリスト教教育週間
　　「開学20周年・・・見守られ、新たに歩む」 
　　23日（月）「敬神の日」山上清之牧師（日下部教会）
　　24日（火）「愛人の日」小池ひろみ氏（山梨英和大学1期生）
　　25日（水）「大学の歴史の振り返り」小菅健一（本学教授）
　　26日（木）「自修の日」大木正人牧師（南甲府教会）
◆7月4日（月）～22日（金）
　　山梨ダルク　日用品の寄付　
　　フードドライブin山梨英和大学
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第1・2クォーター　チャペルアワー （4月13日～7月21日）
　　週3回対面チャペルアワー：全36回
　　　　※キリスト教教育週間を除く
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　ウクライナ危機緊急募金報告
　　募金総額：30,000円
　　募金送付先：
　　・ワールド・ヴィジョン・ジャパン　15,000円
　　・国連UNHCR協会15,000円

◆9月28日（水）
　　後期始業礼拝　学長　朴憲郁
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　・10月6日（木）～11月6日（水）
　　「世界食料デー」おにぎりアクション2022
　　・10月11日（火）～21日（金）Meal for Refugees
◆10月19日（水）　　
　　半日修養会

講師 樋野 興夫 氏「自分の力が人に役に立つと思う時は進んでやれ」

年間標語
「見守られ、自分らしく進む」

年間標語
「見守られ、自分らしく進む」

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2022年度クリスマス募金・献金
募金・献金総額：40,000円

（クリスマス募金：9,354円、クリスマス献金：30,646円）
送り先：
・ひかりの家 10,000円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 10,000円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 10,000円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・ノット・フォー・セール・ジャパン 10,000円
　　人身取引問題に取り組む団体

◆11月22日（火）
　　第35回　クリスマスツリー点火祭
◆11月22日（火）～12月20日（火）
　　クリスマス募金・献金
◆12月1日（木）～21日（水）
　　山梨ダルク　日用品の寄付
　　フードドライブin山梨英和大学
◆12月16日（金）　
　　クリスマス礼拝　宗教主任　洪伊杓
◆12月20日（火）
　　燭火礼拝

2023年
◆3月16日（木）　
　　卒業礼拝　学長  朴憲郁
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第3・4クォーター　チャペルアワー（9月28日～1月19日）
　　週3回対面チャペルアワー　：全35回
　　　　※半日修養会・クリスマス礼拝を除く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。

　2022年度は世界から悲しいニュースがたくさん聞こ
えて来ました。いつ終わるか分からないウクライナとロ
シアの戦争、非常事態が延長されたミャンマーの軍事
クーデター、青年たちが虚しく命を失った韓国ソウルで
の大惨事、そして5万人近く犠牲になったシリア・トル
コの大震災まで。新型ウイルスによるパンデミックの経
済的な打撃からまだ回復していない中、不安定な世界
の情勢や人災及び自然災害による叫び声が絶えませ
ん。このような状況下にある「現在」に対して、私たち
はどのような姿勢で臨み、生きていかなければならな
いのでしょうか。そして、この大変な時期を乗り越える
ため、誰に訴えることができるのでしょうか。
　2022年度は大学開学20周年という記念すべき年を
迎えて、クリスマスツリーを新たに設置しました。点火
祭後、明るくなった横根キャンパスの夜景を見ながら
皆が喜びました。しかし、神が私たちに求めている世

の光とは、この大学のみを照らすLEDの電飾でしょう
か。いいえ、目には見えないけれども、この世の暗闇で
もがいている人のいる場を覚え、訪ね、手を差し伸べ
る心の光を、神は私たちに願っています。これこそ本学
が伝えようしている「世の光」ではないでしょうか。そ
のような「世の光」を照らすために、チャペルセンター
に連なっている本学の学生たちは、今年も変わらず
フードバンク山梨や山梨ダルク、YMCA・YWCAなど
の諸団体と協力し、Good Samaritansのメンバーたち
は国内外の難民支援活動に力を注ぎながらこの社会
の陰を照らそうとしました。今後の20年もこの世を照
らす「世の光」になる一人一人の英和生を支えるチャペ
ルセンターであるようにと切に願います。「わたしは世
の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命
の光を持つ。」（ヨハネによる福音書 8章12節）

宗教主任　洪　伊杓

「見守られ、自分らしく進む」
主は人の一歩一歩を定め、御旨にかなう道を備えてくださる。

2022年度 年間標語

詩編37編23節

変わらない世の光として生きる新たな20年
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　1966年に創立された山梨英和短期大学は1996年愛宕町キャンパ
スから横根キャンパスへ移転し、2001年には男女共学化を実施、翌
年の2002年から4年制大学になり「山梨英和大学人間文化学部人
間文化学科」という１学部体制で新たな歴史の一歩を踏み出しまし
た。したがって、2022年度はそのような歴史からちょうど20年を迎え
る年として、新たな20年を始める意味も踏まえ、「大学開学20周年」
と題して様 な々記念行事を行いました。校舎全体の大修繕工事を実
施し、無事に完了した結果、キャンパスがより明るくなり、快適な環
境となりました。そして「山梨英和大学開学20周年記念事業」プロ
ジェクト委員会では、学生活動の拠点になるクラブハウスの新築案と
ともに今後本学のキリスト教教育のシンボル及び拠点になるチャペ
ル建設案についても意見を交換しました。メイプルカレッジでも開学
20周年記念講座を実施しました。
　また、20周年記念ロゴを製作
し、2023年までの2年間、対内外
に使うことになりましたが、「20」
の「○」に「Y」を入れて三等分した
デザインでした。「Y」は「山梨」を
意味し、3つの区分は本学の礎に
なるいくつかの3つの要素を表しま
した。まず、父・子・聖霊としての
「三位一体の神」、「敬神・愛人・
自修」という3つからなる校訓、「3つのこども園・中高・大学大学院
」の3部門、「1889・1966・2002」というこの大学の3つの歴史的原
点、「東洋・静岡・山梨」の3英和の伝統、「サイコロジカル・サービス
」、「グローバル・スタディーズ」、「メディア・サイエンス」の3領域など
がそれです。
　本学の創立記念日でもある5月27日（金）には「大学開学20周年
記念祭」が行われましたが、記念礼拝においては大学同窓会の牛山
晶子会長による寄付目録贈呈も行われ、卒業生との絆と信頼を再確
認しました。続いて、芦名定道先生（京都大学名誉教授）を招き、「キ
リスト教主義大学の未来を展望する─地方・地域からの発信─」と
いうテーマで記念講演会を開きました。大学の現状とキリスト教大
学の意義を振り返った後、社会の『コモン』であり教育の中心になる
こと、地域との連携の中で市民の「知的拠点」になること、ポスト・コ
ロナ時代を準備することなどを提案してくださいました。何よりも本
学の構成員全体のキリスト教への理解を深めることも強調されまし
た。芦名定道先生の御祖父様は、日本基督教団山梨教会牧師、同
教団山梨分区伝道委員長、山梨英和学院講師(漢文・文学)、山梨英
和学院保護者会会長などを務めるなど、この地域・本学と密接な関
係があった芦名武雄牧師（1890-1943）でした。御尊父様である芦名

直道牧師(1920-2000)は、春日小学校と甲府中学校で学んだ山梨出
身者で、離郷後も日本基督教団甲府中央教会の創立に関わるほど
山梨とゆかりのあるご一家でした。御祖父様が残した「娘の教育」と
いう文章がご講演で紹介されたましたが、先述したロゴの意味のよ
うに、本学が目指すべき教育目標と意義をよく表現しています。「私
は三人の娘の教育のためにキリスト教主義の学校を選んだ。親とし
て何人もの子弟の教育のために心労しない者はない。もちろん知識
を十分に持ってもらいたい。身体も健康であってもらいたい、それと
共に力強く美しい精神の持ち主になってもらいたいのであるが、でき
るなら知情意の円満なる発達をさせたいものだと望む。」
　記念講演はもう一回開くことになり、秋の11月12日（土）にも島薗
進先生（東京大学名誉教授）をお招きし、「分断と孤立化に抗うケア
とスピリチュアリティ」という題で教職員と共に地域のキリスト教教
会の方々 との交流の機会にもなりました。コロナ禍の中でより深刻化
しているこの社会の疎外や孤立の問題をキリスト教や仏教などの宗
教の霊性によって乗り越える可能性について学ぶ貴重な時間でした。
　もう一つの企画として大学開学20周年を記念するアニバーサリー
ソングを制作し発表しました。楽曲制作は山梨英和中学校・高等学
校学生歌「Eiway」を作曲し、本学とも縁が深い、シンガーソングライ
ターで日本基督教団東美教会の陣内大蔵牧師でした。2022年5月
27日（金）に行われた開学20周年記念祭において、大学のクワイア
が1958年に作られた校歌をオープニングソングとして発表した後、
陣内先生によって学生・教職員を前に初お披露目をいただき、恵み
深き時間を過ごせました。これからの20年、正門から続くメイプル
ロードを歩く全ての学生、教職員、同窓の皆さんに愛唱される曲に
なってほしいです。タイトルは「Maple road」で、陣内先生と学生の
対話の中で生まれた、本学から望む景色、キャンパスの風景、そして
校訓「敬神・愛人・自修」が盛り込まれた歌詞が、爽やかなメロディー
に乗った素晴らしい楽曲です。今後末永く、歌い続けていきたいと思
います。
　当日の発表会の動画や、音源ファイル、楽譜ファイルなどを下のア
ドレスにて確認できますので、是非ご覧ください。（https://ww-
w.yamanashi-eiwa.ac.jp/20th/maple-road/）
　今後も歴史編纂を兼ねた記念集の発刊、大学『紀要』記念論文
特集21号発行などが続き、キリスト教に基づいた本学の建学の精神
をより浸透させて行く予定です。そのような諸構想の中で、神から委
託されたミッションの務めを果たすキリスト教大学における建設の意
義と必要性、その実現可能な状況を見極める議論も深められるで
しょう。ステージ1の使命を終え、今後、ステージ2の課題に入る新年
度、祈りの心を合わせて共に「新たな20年のメイプルロード」を歩ん
で行きたいと思います。

新しい20年を歩むメイプルロードを望んで
 学長　朴　憲郁
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聖歌隊 Green Chapel Choir聖歌隊 Green Chapel Choir

　私たち、Green Chapel Choirは、クリスマスツ
リー点火祭や特別礼拝などのキリスト教行事で奉
唱するため、週2回ほど練習の機会を設けています。
今年度から対面授業が多くなり、これまで制限され
ていた学生活動もより活発に行えるようになりまし
た。またチャペルセンターが実施する諸行事も再開
し、奉唱の機会も増え、同時にクワイアの活動を多
くの人に知ってもらえるようになったと思います。
　今年は元気な1年生5名をメンバーに迎え、賑や
かになりました。そして新メンバーでJ.S.バッハの『主
よ、人の望みの喜びよ』をドイツ語で歌うことに挑戦
しました。ドイツ語の発音や歌詞の内容理解が難し
く、日本語の曲以上に苦戦しましたが、やりがいを得
られる経験となりました。
　私は大学入学まで讃美歌を歌ったことはありませ
んでした。しかし、クワイアに入隊したことをきっか

けに、讃美歌の歴史、キリスト教
文化、そしてキリスト教的価値観が養われたように
思います。また、知見を広げることができ、私の財産
になっているとも感じます。
クワイアでの活動を通して得られたものは他にも

あります。それはクワイアの仲間です。先輩後輩も含
め、温かく優しいメンバーに囲まれながら練習できる
ことは、とてもありがたいことだと実感しています。
コロナ禍で人との関わりが希薄となった私の心の支
えとなってくれました。
このようにクワイアに所属したことで得られたもの

が私の中には多くあります。その一つ一つの経験や
思いを今後の活動に活かしていきたいと思います。
そしてこれからも、本学のキリスト教諸行事を豊か
にしていけるよう、Green Chapel Choirのみんな
で努力を重ねていきたいと思います。

クワイアでの活動を通してクワイアでの活動を通して Green Chapel Choir隊長
3年  井上 奈々

学校行事やチャペルアワーで奉唱しています学校行事やチャペルアワーで奉唱しています

開学20周年記念礼拝 陣内大蔵氏コンサートキリスト教教育週間

クリスマス礼拝 燭火礼拝クリスマスツリー点火祭

歌うことが好きな方、讃美歌・聖歌に興味がある方、キリスト教行事で賛美奉仕をしたい方、
隊員は随時募集しています。興味のある方はチャペルセンターまで。

入学式（奉唱は行いませんでした）
キリスト教教育週間
開学20周年記念礼拝
陣内大蔵氏コンサート
半日修養会
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝
燭火礼拝
卒業礼拝
学位記授与式 
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共に力強く美しい精神の持ち主になってもらいたいのであるが、でき
るなら知情意の円満なる発達をさせたいものだと望む。」
　記念講演はもう一回開くことになり、秋の11月12日（土）にも島薗
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います。
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新しい20年を歩むメイプルロードを望んで
 学長　朴　憲郁
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思います。また、知見を広げることができ、私の財産
になっているとも感じます。
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クワイアでの活動を通してクワイアでの活動を通してクワイアでの活動を通して Green Chapel Choir隊長
3年  井上 奈々

学校行事やチャペルアワーで奉唱しています学校行事やチャペルアワーで奉唱しています

開学20周年記念礼拝 陣内大蔵氏コンサートキリスト教教育週間

クリスマス礼拝 燭火礼拝クリスマスツリー点火祭

歌うことが好きな方、讃美歌・聖歌に興味がある方、キリスト教行事で賛美奉仕をしたい方、
隊員は随時募集しています。興味のある方はチャペルセンターまで。

入学式（奉唱は行いませんでした）
キリスト教教育週間
開学20周年記念礼拝
陣内大蔵氏コンサート
半日修養会
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝
燭火礼拝
卒業礼拝
学位記授与式 
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Chapel news
ボランティアサークル The Peace Fellows

　私は、The Peace Fellowsのボランティア活動を通
して学んだことがあります。それは、人は一人で生きて
いるのではなく、共に支え合って生きているということ
です。
　この1年、サークルでは様々なボランティア活動をし
てきました。その中で、特に大きな気づきとなったの
は、薬物やアルコール依存症からの回復を支える山梨
ダルクの活動です。この活動は、山梨ダルクのナイト
ケアハウスで使用してもらう石鹸やタオルなどの生活
用品を募り、学内2箇所に専用の箱を設置し、山梨ダ
ルクへ寄付するものです。7月に実施した際の寄付は
段ボール3箱、12月は4箱となり、山梨ダルクにお届け
しました。私は、それらを持って山梨ダルクを訪れた
際、山梨ダルクの働きや依存症についてのお話を聞
きました。その中で、依存症というものは、一人では抜
け出すことは困難かもしれないが、仲間がお互いに支
え合って依存症と向き合っていくことが回復に繋がる
ことを学びました。そして、そのお話しを通して、一人で

乗り越えることが難しいものも、み
んなで支え合うことで、乗り越え
ていけるのではないかと気づかさ
れました。
現在The Peace Fellowsは50名の部員がいます。

部長になった当初は、サークルに関わる仕事を一人で
こなし、他のメンバーに頼るのはよくないことだと思っ
ていました。しかし様々なボランティア活動に携わる中
で、そのような思いは間違いだとわかってきました。特
に山梨ダルクでのお話しを聞いてから、すべて一人で
担うより、メンバー同士支え合うことが、活動を進める
うえでも、また生きていくうえで大切だと考えが変えら
れました。お互いがお互いを補い合うことで、自分ひと
りでは乗り越えられなかったことができ、その経験がそ
れぞれの成長につながるのではないかと思うようにな
りました。このようにサークル活動を通して知った、支
え合って生きることを日々の生活の中でも大切にして
いきたいと思います。

支え合うということ The Peace Fellows  部長
2年  宮﨑 蓮

　私は、留学生として大学の勉強だけではなく、サークル活動もやってみたいという気持ちがあり2年生の時から
ボランティアサークルThe Peace Fellowsの活動に参加しています。大学内の活動だけでなく学外で実施した長
坂聖マリヤ教会でのボランティアワークが印象に残っています。はじめての学外での活動だったため楽しみにして
いましたが、当日は台風の影響で中止になるのではないかとドキドキしました。大雨の中みんなで集まり、まず床
の掃除とワックスがけをし、午後は外壁のペンキ塗りをしました。活動の終わりに礼拝堂を案内してもらいました

が、ローマ・カトリックとほかのキリスト教の教派の違いなどについて聞くことができ勉強になりました。そのほかにも聖マリヤ教会の歴
史、畳張りの床、会堂に置かれていたキャンドルの意味も知ることができ充実した活動でした。ボランティアとは、知識や考え方の幅が
広がるものであり、良い人間関係も築くことができ、感謝の言葉によってみんなが励まされるものだと思います。頑張りましょう。

　The Peace Fellowsでは、アイシティecoプロジェクトの一環として、毎年コンタクトの空ケースを集め、
アイシティに届けています。私はこの活動からからSDGsへの取り組みの一つであると実感しました。この
プロジェクトは、使い捨てのコンタクトレンズの空ケースをゴミとして燃やさないことでCO2削減の貢献、
再製品化することで、限りある資源を大切に使うことを目的としています。サークルでこの活動に取り組ん
だことにより環境保全への意識が高まりました。そればかりでなく、これまで他人事のように聞こえていた
SDGsのゴールに対する解決法が、私たちの生活の中にあることもわかりました。これからも身近なところにある課題とSDGsの
目標を繋げた活動に取り組んでいきたいと思います。

サークル活動の思い出
3年  ギミレ マノズ

ecoプロジェクトとSDGs
3年  村松 璃空
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4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）
5月10日 チャペルアワー奨励『奉仕の心と他者への愛』
5月11日  サークル紹介（サークルブース設置）
6月3日 新入生歓迎会（レクレーション）
7月4日～22日 山梨ダルクの支援（日用品の寄付を募る）

フードバンク山梨の支援  フードドライブ
7月5日 チャペルアワー奨励『他人事に目を向けよう』
7月18日 山梨YMCA主催　清走中ボランティア
8月3日 フードバンク山梨へ食品寄付（26kg）

山梨ダルクへ日用品寄付 （段ボール3箱）
山梨英和カートメルこども園　草取りボランティア

夏季休暇中
7月21日～　　　山梨英和カートメルこども園お手伝い
8月25日　

8月4日～6日　　甲府YWCAピースフェスタ2022のお手伝い
                    　会場設営、展示の設置、撤去
9月1日　　　 エコキャップ寄付（26000個・52kg 寄付金額104円）
　　　　　　  　ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、はしか95円、DPT 9円
9月20日、21日　長坂聖マリヤ教会日帰り合宿 ボランティアワーク
　　　　　　  ペンキ塗り、ワックスがけなど

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンター諸行事をサポートしています活活 動動 報報 告告

10月12日～11月6日　おにぎりアクション2022
　　　　　　　おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿する
　　　　　　　ことで、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届
　　　　　　　けることのできるアクションです。
　　　　　　　181枚の写真の投稿が、905食分の給食に変わりました。
10月19日 半日修養会 受付奉仕
11月16日 コンタクト空きケース寄付（6820個・6.82kg　
　　　　　　　寄付先：日本アイバンク協会）
11月22日 第35回クリスマスツリー点火祭

設営、受付、スープ配布など
12月1日～21日 山梨ダルクの支援（日用品の寄付を募る）

フードバンク山梨の支援 フードドライブ
12月14日 チャペルアワー奨励『一つの行動』
12月16日 クリスマス礼拝　受付、献金奉仕など
12月20日 燭火礼拝　受付など
12月22日 レクレーション、仕分け作業

フードバンク山梨へ食品寄付（32.6kg）
山梨ダルクへ日用品寄付 （段ボール4箱）
エコキャップ寄付（15000個・30kg  寄付金額60円）
ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、はしか95円、DPT 9円

　…………………………………………………………………………
　　　　ウクライナ危機緊急募金報告

募金総額：30,000円
　　　　　　　募金送付先：
　　　　　　　ワールド・ヴィジョン・ジャパン15,000円
　　　　　　　国連UNHCR協会　15,000円

・　…………………………………………………………………………

親睦を深めるためのレクレーション親睦を深めるためのレクレーション

甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い
コンタクト空きケースをアイシティに寄付コンタクト空きケースをアイシティに寄付

山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い

食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました

食品や日用品の仕分け作業食品や日用品の仕分け作業

長坂聖マリヤ教会礼拝堂長坂聖マリヤ教会礼拝堂

日用品を山梨ダルクにお届けしました日用品を山梨ダルクにお届けしました

日帰り合宿 長坂聖マリヤ教会 ボランティアワーク日帰り合宿 長坂聖マリヤ教会 ボランティアワーク
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サークル活動の思い出
3年  ギミレ マノズ

ecoプロジェクトとSDGs
3年  村松 璃空

5

4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）
5月10日 チャペルアワー奨励『奉仕の心と他者への愛』
5月11日  サークル紹介（サークルブース設置）
6月3日 新入生歓迎会（レクレーション）
7月4日～22日 山梨ダルクの支援（日用品の寄付を募る）

フードバンク山梨の支援  フードドライブ
7月5日 チャペルアワー奨励『他人事に目を向けよう』
7月18日 山梨YMCA主催　清走中ボランティア
8月3日 フードバンク山梨へ食品寄付（26kg）

山梨ダルクへ日用品寄付 （段ボール3箱）
山梨英和カートメルこども園　草取りボランティア

夏季休暇中
7月21日～　　　山梨英和カートメルこども園お手伝い
8月25日　

8月4日～6日　　甲府YWCAピースフェスタ2022のお手伝い
                    　会場設営、展示の設置、撤去
9月1日　　　 エコキャップ寄付（26000個・52kg 寄付金額104円）
　　　　　　  　ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、はしか95円、DPT 9円
9月20日、21日　長坂聖マリヤ教会日帰り合宿 ボランティアワーク
　　　　　　  ペンキ塗り、ワックスがけなど

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンター諸行事をサポートしています活

4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）

活 動

4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）

活活活 動 報

4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）

動動動 報 告

4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンター諸行事をサポートしていますチャペルセンター諸行事をサポートしています

4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）
4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）
4月7日 サークル勧誘　
4月12日 サークル紹介（サークルブース設置）

報報報 告告

10月12日～11月6日　おにぎりアクション2022
　　　　　　　おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿する
　　　　　　　ことで、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届
　　　　　　　けることのできるアクションです。
　　　　　　　181枚の写真の投稿が、905食分の給食に変わりました。
10月19日 半日修養会 受付奉仕
11月16日 コンタクト空きケース寄付（6820個・6.82kg　
　　　　　　　寄付先：日本アイバンク協会）
11月22日 第35回クリスマスツリー点火祭

設営、受付、スープ配布など
12月1日～21日 山梨ダルクの支援（日用品の寄付を募る）

フードバンク山梨の支援 フードドライブ
12月14日 チャペルアワー奨励『一つの行動』
12月16日 クリスマス礼拝　受付、献金奉仕など
12月20日 燭火礼拝　受付など
12月22日 レクレーション、仕分け作業

フードバンク山梨へ食品寄付（32.6kg）
山梨ダルクへ日用品寄付 （段ボール4箱）
エコキャップ寄付（15000個・30kg  寄付金額60円）
ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、はしか95円、DPT 9円

　…………………………………………………………………………
　　　　ウクライナ危機緊急募金報告

募金総額：30,000円
　　　　　　　募金送付先：
　　　　　　　ワールド・ヴィジョン・ジャパン15,000円
　　　　　　　国連UNHCR協会　15,000円

・　…………………………………………………………………………

　　　　　　　募金送付先：
　　　　　　　ワールド・ヴィジョン・ジャパン15,000円
　　　　　　　国連UNHCR協会　15,000円

・　

　　　　　　　募金送付先：

・　

親睦を深めるためのレクレーション

甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い甲府YWCAピースフェスタのお手伝い
コンタクト空きケースをアイシティに寄付

山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い山梨英和カートメルこども園、草取りのお手伝い

食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました食品をフードバンク山梨にお届けしました

食品や日用品の仕分け作業

長坂聖マリヤ教会礼拝堂

日用品を山梨ダルクにお届けしました

日帰り合宿 長坂聖マリヤ教会 ボランティアワーク
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Chapel news

順天堂大学 名誉教授
新渡戸記念中野総合病院・新渡戸稲造記念センター長
恵泉女学園 理事長

プロフィール

 講師　樋野 興夫 氏

半日修養会の講師 樋野興夫氏より寄せられたエッセイをご紹介します。

2022年10月19日（水）10時～11時30分半日修養会

　2022年10月19日午前、山梨英和大学の半日修養会の講演『自分
の力が人に役に立つと思うときは進んでやれ』の機会が与えられた。
午後は、講演『心やさしき日々のために～病気であっても～』（市川教
会；山梨県西八代郡市川三郷町）に赴いた。これは、私が、現在第3代
の代表を務める南原繁研究会の幹事：森和博先生（山梨英和学院理
事）の計らいでもあった。
　私は、2021年7月1日、新渡戸稲造(1862-1933)から学んだ河井
道(1877-1953)が、初代学園長である学校法人恵泉女学園の9代目
理事長を拝命することになった。【1919年パリ講和会議が開催されて
いる頃、『スペインかぜ』がフランスでも猛威をふるっていて、パンデ
ミック（世界流行）で、感染者6億人、死者4000～5000万人にも達し
たと推定されている。】と 以前に聞いたものである。 その時、新渡戸稲
造はパリにいて、その後、国際連盟事務次長（1920～1926）に就任し
ている。トーマス・カーライル（Thomas Carlyle；1795-1881）の影
響を受けた新渡戸稲造は、「common sense（社会常識）を備えもっ
た柔軟性のある人格者」と謳われている。「コロナ時代の生き方」が問
われている現在、「新渡戸稲造なら、何んと語るのであろうか？」の静
思の日々である。「やるだけのことはやって、後のことは心の中で、そっ
と心配しておれば良いではないか。どうせなるようにしかならないよ」
（勝海舟：1823～1899)の言葉が、鮮明に蘇る日々である。今年
（2022年）は、新渡戸稲造が国際連盟知的協力委員会（後のユネス
コ）を設立（1922年）して100周年でもある。
　思えば、私の最初の本は、2003年11月10日発行の『われ21世紀の
新渡戸とならん』である。序文の中で【－所詮われわれには、死ぬとき
は『畳1枚ほどの墓場』しか残らない。『勇ましく高尚なる生涯』の生き
様を見せるしかない。精神的デフレが進む現代、『愉快に過激にかつ
品性』を合言葉に ― 新渡戸稲造と吉田富三:1903-1973（がん病理
学者)の総合ビジョンを問い直す機会になれば幸いである。癌哲学の

普遍化の第1歩である。】と記述している。この本は、大きな反響があ
り、第4刷まで進み、2018年1月20日には、新訂版『われ21世紀の新
渡戸とならん』が発行される運びとなった。そして2019年4月8日英訳
『I want to be the 21st Century Inazo Nitobe』も出版された。新
訂版の【序文】には、【－思えば筆者の人生は、小さな村での少年時代
の原風景、浪人生活での人生の出会い、学生時代の読書遍歴（内村鑑
三:1861-1930・新渡戸稲造・南原繁:1889-1974・矢内原忠雄:
1893-1961）、癌研での「病理学（吉田富三・菅野晴夫1925-2016）と
の出会い」、アメリカでの恩師『遺伝性がんの父：Knudson
（1922-2016）』の「学者の風貌」との出会いが、根幹にある。まさに
「人生邂逅」の「非連続性の連続」である。－】と書いている。【最近、『わ
れ21世紀の新渡戸とならん』の初版（2003年出版）を再読していま
す。初版から20年近くなりますが先生のお話は変わらず一貫していま
すね。長引くコロナ禍を焦らず慌てずパニックにならず生きるヒント
を教えていただきます。』との心温まるメールを頂いた。【「高度な専門
知識と幅広い教養」＆「視野狭窄にならず、複眼の思考を持ち、教養を
深め、時代を読む」】は、教育者の務めであろう。
　小さな村の島根県簸川郡大社町鵜峠で生まれた私が、鵜鷺小学生
時代に聴いた「ボーイズ・ビー・アンビシャス」(Boys, be ambitious)
（1877年 札幌農学校のクラーク博士:1826-1886の言葉）が、人生の
起点である。 札幌農学校におけるクラーク博士のクラーク精神が、内
村鑑三と新渡戸稲造へと導かれ、英文で書かれた『代表的日本人』（内
村鑑三;1908年）と『武士道』（新渡戸稲造;1889年）は、若き日からの
座右の書となった。そして、南原繁と矢内原忠雄へと繋がって行った。
「人生の邂逅の非連続性の連続性」である。まさにパウロの言葉「すべ
てのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています」
（ローマの信徒への手紙8章28節）の実体験である。

著  書
『われ21世紀の新渡戸とならん』  （イーグレープ）
『がん哲学外来で処方箋を～カフェと出会った24人』  （日本キリスト教団出版局）
『教会でも、がん哲学外来カフェを始めよう』  （日本キリスト教団出版局）など、他多数

自分の力が人に役に立つと思うときは進んでやれ
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　気がつけば山梨英和大学での生活が終わりに近づいて
いました。私にとって4年間は長いようで短かったです。新
型コロナウィルスの影響により、4年間で達成したかった海
外留学という目標は実現できませんでした。しかしその中
で、新しい出会いや発見、経験が多くありました。特に3年
生の頃からチャペルセンターに通うようになり、大きく変化
したと感じています。難民支援に目を向けるきっかけが与え
られたり、ボランティアサークルThe Peace Fellowsの活
動に参加したり、チャペルアワーなどの大学礼拝でお祈り
を担当したり、新型コロナウィルスの影響であまり思い出の
なかった大学生活に思い出ができました。
　はじめはチャペルセンターという場所がどういうところな
のかわからず、行く勇気がなかったのですが、何気なく訪れ
てみるととても居心地が良く、同学年だけではなく先輩や
後輩、先生方などと関われる空間で充実した時間を過ご
すことができました。たわいもない会話から専門的な会

話まで幅広い対話ができ、人
との繋がりと共に知識や視野
が広がっていくことを身をもっ
て経験できました。
　私がチャペルセンターへ
通ったのは約2年間でしたが、訪れて良かったと心から思っ
ています。様々な経験や出会いをくれたチャペルセンター
に感謝しています。そしてチャペルセンターで過ごした時間
と同じように、山梨英和大学での4年間もとても濃く意味の
ある時間でした。是非チャペルセンターに足を運んでみて
ください。

私とチャペルセンター 4年　芦沢　瑠奈

　　　　　

　私がチャペルセンターを訪れたのは、1年生の秋でした。
基礎ゼミナールの友人にボランティアサークルThe 
Peace Fellowsの活動に誘ってもらい、サークルに入部し
たのが始まりです。
　チャペルセンターでは、授業の空きコマに友人とお邪魔
して楽しい時間を過ごしたり、サークルのメンバーとボラン
ティア活動の準備をしたりと、とても楽しく、学びの多い時
間を過ごすことができました。
　このチャペルセンターとの関りの中で、特に印象に残っ
ているのが燭火礼拝です。燭火礼拝は、夜に行われる礼
拝で、音楽の捧げものや聖書の朗読が美しく、中心に置か
れたキャンドルの光が印象的で、個人的にとても好きな行
事です。1年生の頃からサークル活動の一つとして礼拝奉
仕をしており、3年生の時には聖書の朗読を、4年生では、
音楽の捧げものとして『hallelujah』と『Happy Xmas
（War is Over）』を演奏しました。バンドのメンバーと工夫

を凝らし練習をして演奏でき
たことは、とてもいい思い出と
して残っています。
　4年間の学生生活を振り返
るとチャペルセンターとの関
わりは、ここでは書き切れないほど、私の大学生活や価値
観に大きな影響を与えてくれました。お世話になった方々、
友人には本当に感謝をしています。卒業をしても学んだこ
とを忘れず、社会において活かしていきたいと思います。

チャペルセンターとの関わりを振り返って 4年　塩谷　大輔
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起点である。 札幌農学校におけるクラーク博士のクラーク精神が、内
村鑑三と新渡戸稲造へと導かれ、英文で書かれた『代表的日本人』（内
村鑑三;1908年）と『武士道』（新渡戸稲造;1889年）は、若き日からの
座右の書となった。そして、南原繁と矢内原忠雄へと繋がって行った。
「人生の邂逅の非連続性の連続性」である。まさにパウロの言葉「すべ
てのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています」
（ローマの信徒への手紙8章28節）の実体験である。

著  書
『われ21世紀の新渡戸とならん』  （イーグレープ）
『がん哲学外来で処方箋を～カフェと出会った24人』  （日本キリスト教団出版局）
『教会でも、がん哲学外来カフェを始めよう』  （日本キリスト教団出版局）など、他多数

自分の力が人に役に立つと思うときは進んでやれ
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　気がつけば山梨英和大学での生活が終わりに近づいて
いました。私にとって4年間は長いようで短かったです。新
型コロナウィルスの影響により、4年間で達成したかった海
外留学という目標は実現できませんでした。しかしその中
で、新しい出会いや発見、経験が多くありました。特に3年
生の頃からチャペルセンターに通うようになり、大きく変化
したと感じています。難民支援に目を向けるきっかけが与え
られたり、ボランティアサークルThe Peace Fellowsの活
動に参加したり、チャペルアワーなどの大学礼拝でお祈り
を担当したり、新型コロナウィルスの影響であまり思い出の
なかった大学生活に思い出ができました。
　はじめはチャペルセンターという場所がどういうところな
のかわからず、行く勇気がなかったのですが、何気なく訪れ
てみるととても居心地が良く、同学年だけではなく先輩や
後輩、先生方などと関われる空間で充実した時間を過ご
すことができました。たわいもない会話から専門的な会

話まで幅広い対話ができ、人
との繋がりと共に知識や視野
が広がっていくことを身をもっ
て経験できました。
　私がチャペルセンターへ
通ったのは約2年間でしたが、訪れて良かったと心から思っ
ています。様々な経験や出会いをくれたチャペルセンター
に感謝しています。そしてチャペルセンターで過ごした時間
と同じように、山梨英和大学での4年間もとても濃く意味の
ある時間でした。是非チャペルセンターに足を運んでみて
ください。

私とチャペルセンター 4年　芦沢　瑠奈

　　　　　

　私がチャペルセンターを訪れたのは、1年生の秋でした。
基礎ゼミナールの友人にボランティアサークルThe 
Peace Fellowsの活動に誘ってもらい、サークルに入部し
たのが始まりです。
　チャペルセンターでは、授業の空きコマに友人とお邪魔
して楽しい時間を過ごしたり、サークルのメンバーとボラン
ティア活動の準備をしたりと、とても楽しく、学びの多い時
間を過ごすことができました。
　このチャペルセンターとの関りの中で、特に印象に残っ
ているのが燭火礼拝です。燭火礼拝は、夜に行われる礼
拝で、音楽の捧げものや聖書の朗読が美しく、中心に置か
れたキャンドルの光が印象的で、個人的にとても好きな行
事です。1年生の頃からサークル活動の一つとして礼拝奉
仕をしており、3年生の時には聖書の朗読を、4年生では、
音楽の捧げものとして『hallelujah』と『Happy Xmas
（War is Over）』を演奏しました。バンドのメンバーと工夫

を凝らし練習をして演奏でき
たことは、とてもいい思い出と
して残っています。
　4年間の学生生活を振り返
るとチャペルセンターとの関
わりは、ここでは書き切れないほど、私の大学生活や価値
観に大きな影響を与えてくれました。お世話になった方々、
友人には本当に感謝をしています。卒業をしても学んだこ
とを忘れず、社会において活かしていきたいと思います。

チャペルセンターとの関わりを振り返って 4年　塩谷　大輔
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編集後記編集後記
　2022年度、週3回、対面でのチャペルアワーを再開し、多くの参加
者が与えられました。自由に礼拝の場に共に集い、賛美し、祈ること
は、豊かな恵みでした。「二人または三人がその名によって集まると
ころには、私もその中にいる。」という聖書の言葉があります（マタイ
による福音書18章20節）。イエスが共にいて私たちの痛みも悲しみ
も喜びも分かち合ってくださるということですが、まさにそのことを
実感する慰めのときにもなりました。チャペルアワーの後、ボラン
ティアサークルThe Peace Fellowsの学生たちは出席者が着席し
た場所を丁寧に消毒し、整えてくれました。その姿は、学生や教職員

の心身の健やかさを保とうとする「祈り」のように感じられ、感謝
の思いが溢れました。COVID-19によって叶えられなかったことも
あったかもしれません。しかし、何か良い業を始めるのに遅すぎる
ということはありませんし、そこにはイエスが喜びをもって同伴し
てくださるのではないでしょうか。2022年度の年間聖句である詩
編37編23節「主は人の一歩一歩を定め、御旨にかなう道を備えて
くださる。」に示されているように、山梨英和に連なる皆さん一人一
人の道が、これからの歩みの一歩一歩が、主によって祝福され、豊
かなものとなるよう祈っています。（K.O.）

チャペルセンター
2022年度のあゆみ
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2022年度のあゆみ

2022年
◆4月13日（水）
　　始業礼拝　学長　朴憲郁
◆5月23日（月）～26日（木）
　　キリスト教教育週間
　　「開学20周年・・・見守られ、新たに歩む」 
　　23日（月）「敬神の日」山上清之牧師（日下部教会）
　　24日（火）「愛人の日」小池ひろみ氏（山梨英和大学1期生）
　　25日（水）「大学の歴史の振り返り」小菅健一（本学教授）
　　26日（木）「自修の日」大木正人牧師（南甲府教会）
◆7月4日（月）～22日（金）
　　山梨ダルク　日用品の寄付　
　　フードドライブin山梨英和大学
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第1・2クォーター　チャペルアワー （4月13日～7月21日）
　　週3回対面チャペルアワー：全36回
　　　　※キリスト教教育週間を除く
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　ウクライナ危機緊急募金報告
　　募金総額：30,000円
　　募金送付先：
　　・ワールド・ヴィジョン・ジャパン　15,000円
　　・国連UNHCR協会15,000円

◆9月28日（水）
　　後期始業礼拝　学長　朴憲郁
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　・10月6日（木）～11月6日（水）
　　「世界食料デー」おにぎりアクション2022
　　・10月11日（火）～21日（金）Meal for Refugees
◆10月19日（水）　　
　　半日修養会

講師 樋野 興夫 氏「自分の力が人に役に立つと思う時は進んでやれ」

年間標語
「見守られ、自分らしく進む」
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年間標語年間標語

「見守られ、自分らしく進む」「見守られ、自分らしく進む」「見守られ、自分らしく進む」「見守られ、自分らしく進む」「見守られ、自分らしく進む」「見守られ、自分らしく進む」
年間標語

「見守られ、自分らしく進む」

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2022年度クリスマス募金・献金
募金・献金総額：40,000円

（クリスマス募金：9,354円、クリスマス献金：30,646円）
送り先：
・ひかりの家 10,000円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 10,000円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 10,000円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・ノット・フォー・セール・ジャパン 10,000円
　　人身取引問題に取り組む団体

◆11月22日（火）
　　第35回　クリスマスツリー点火祭
◆11月22日（火）～12月20日（火）
　　クリスマス募金・献金
◆12月1日（木）～21日（水）
　　山梨ダルク　日用品の寄付
　　フードドライブin山梨英和大学
◆12月16日（金）　
　　クリスマス礼拝　宗教主任　洪伊杓
◆12月20日（火）
　　燭火礼拝

2023年
◆3月16日（木）　
　　卒業礼拝　学長  朴憲郁
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第3・4クォーター　チャペルアワー（9月28日～1月19日）
　　週3回対面チャペルアワー　：全35回
　　　　※半日修養会・クリスマス礼拝を除く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。

　2022年度は世界から悲しいニュースがたくさん聞こ
えて来ました。いつ終わるか分からないウクライナとロ
シアの戦争、非常事態が延長されたミャンマーの軍事
クーデター、青年たちが虚しく命を失った韓国ソウルで
の大惨事、そして5万人近く犠牲になったシリア・トル
コの大震災まで。新型ウイルスによるパンデミックの経
済的な打撃からまだ回復していない中、不安定な世界
の情勢や人災及び自然災害による叫び声が絶えませ
ん。このような状況下にある「現在」に対して、私たち
はどのような姿勢で臨み、生きていかなければならな
いのでしょうか。そして、この大変な時期を乗り越える
ため、誰に訴えることができるのでしょうか。
　2022年度は大学開学20周年という記念すべき年を
迎えて、クリスマスツリーを新たに設置しました。点火
祭後、明るくなった横根キャンパスの夜景を見ながら
皆が喜びました。しかし、神が私たちに求めている世

の光とは、この大学のみを照らすLEDの電飾でしょう
か。いいえ、目には見えないけれども、この世の暗闇で
もがいている人のいる場を覚え、訪ね、手を差し伸べ
る心の光を、神は私たちに願っています。これこそ本学
が伝えようしている「世の光」ではないでしょうか。そ
のような「世の光」を照らすために、チャペルセンター
に連なっている本学の学生たちは、今年も変わらず
フードバンク山梨や山梨ダルク、YMCA・YWCAなど
の諸団体と協力し、Good Samaritansのメンバーたち
は国内外の難民支援活動に力を注ぎながらこの社会
の陰を照らそうとしました。今後の20年もこの世を照
らす「世の光」になる一人一人の英和生を支えるチャペ
ルセンターであるようにと切に願います。「わたしは世
の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命
の光を持つ。」（ヨハネによる福音書 8章12節）

宗教主任　洪　伊杓

「見守られ、自分らしく進む」
主は人の一歩一歩を定め、御旨にかなう道を備えてくださる。

2022年度 年間標語

詩編37編23節

変わらない世の光として生きる新たな20年




